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東通原子力発電所
青森県下北郡東通村大字白糠字前坂下34ｰ4
TEL（代表） 0175（46）2225

当発電所へのご意見・
ご要望をお寄せください

青森市で「東通村物産展２０２４」が開催されました

「トントゥのゆきまつり～２０２４～」が開催されました

　2月10日（土）・11日（日）の両日、トントゥビレッジにおいて「トントゥのゆきま
つり～2024～」が開催され、連日、子どもたちの歓声に包まれました。
　当発電所はイベント初日の10日、
東京電力ホールディングスと共同で、
発電自転車や手回し発電機で発電体験
ができる「エネルギーコーナー」を出
展したほか、発電所員手作りの特設サ
ーキットコースでミニ四駆のレースを
お楽しみいただきました。　

日　時：３月１７日（日）　１０：００～１２：００
　　　　※参加無料。事前申し込み・もちもの不要。
　　　　　（イベント途中の入退出自由）
　　　　　動きやすい服装でお越しください。
対象者：お子さまから大人まで。初心者の方も大歓迎です！
実施内容：１０：００ ～ 卓球を知ろう
　　　　　１０：３０ ～ 実際にピンポン玉を打ってみよう
　　　　　１１：００ ～ ラリーに挑戦してみよう
　　　　　１１：３０ ～ トップレベルのラリーを見てみよう

あがさいホール「カラフルクラブ」presents

ひがしどおり卓球教室

【お問い合わせ先】　東北電力（株）東通原子力発電所　立地地域事務所　
　　　　　　　　　  Tel　０１７５－２７－３４３１（受付時間：平日９：００～１７：００）

安全維持点検がまもなく終了

　当発電所では、昨年 6 月から 8 回目となる安全維持点検を実施しております。2 月に主
要な点検がほぼ終了し、3 月中旬頃全工程を終える見込みです。
　安全維持点検は、長期停止中における設備の健全性を維持するため、定期的に実施して
いるものであり、機器の分解点検や部品の交換、試運転などを実施し、日々のパトロール
では確認できない設備の状態を詳しく調べます。
　今回は、安全維持点検に従事する所員の声を紹介します！

　1 月 27 日（土）・28 日（日）の両日、「東通村物産展」（東通村主催、東北電力青森支店特別
協賛）が、青森市のサンロード青森において開催されました。
　東通牛やブルーベリー、寒立菜、塩ウニなどの特産品のほ
か、「たべもの工房 来美里」の皆さんによる東通牛やアワビ
などを使った「ちょっとリッチなお弁当」や、むつ市のロー
スイーツクリエイター 野呂 浩子 先生によるブルーベリー
や夏秋イチゴなどを使ったロースイーツなども販売され、
用意された商品が完売になる大盛況でした。
　ステージイベントでは、特産品が当たるじゃんけん大会
も行われ、会場は大いに盛り上がっていました。

東北電力あがさいホールイベントのおしらせ3月の

勝ち残ると東通牛がもらえる！
かんだちくんとのじゃんけん大会

●安全維持点検ではどのような業務を担当していますか。
　安全維持点検の工程管理業務を担当しており、全体工程の作成から個別工事の進捗状
況の管理、当社担当者や各協力会社の皆さまと、作業調整のために日々打ち合わせなど
を実施しております。

●主要な点検が終了しての感想をお聞かせください。
　大きなトラブルや労働災害の発生、点検工程の遅延もなく完了し、一安心です。安全か
つ的確に作業を実施していただいた各協力会社の皆さまに心から感謝しています。

機械保修課

�蛯名　明彦

●安全維持点検を進めるうえで、苦労したこと・心掛けたことを教えてください。
　全体工程を作成するときに、設備によっては、他の協力会社さんが担当する点検工事の工程変更をお願い
しなければならない場面も生じましたが、各社の技術力と、これまで先輩方が築き上げた当社と協力会社
の皆さまとの強固な信頼関係をベースに、関係者で知恵を出し合い、協力して工程調整を図りました。
　工事が始まってからは、各協力会社の皆さまが円滑に作業を実施できるよう、「厳しい工程となっていな
いか」「他工事の作業に影響が出ないか」など、日々の打ち合わせで確認し、先手先手で対応することを心
掛けました。

●次回の安全維持点検に向けて、一言お願いします。
　安全維持点検に携わる関係者が安全最優先で確実に作業ができるよう、
これまで蓄積したノウハウを生かしながら、余裕を持った点検工程を策定す
るとともに、点検中においても、当社担当者・協力会社の皆さまとのコミュニ
ケーションをより一層充実させ、的確な進捗管理を行っていきます。

原子炉補機冷却系熱交換器の点検作業

ＳＤＧｓ講演会を開催しました

　2 月 18 日（日）、東北電力あがさいホールにおいて、「持続可能性について考えてみよう」
と題し、宇都宮大学 農学部の黒倉 健 准教授をお招きした講演会を開催しました。
　言葉としてはよく見聞きする
SDGs の内容や真の狙いについ
て、持続可能性と日常の暮らし
との関係、持続可能な農業と経
済性の両立に向けたモデルケー
スなど、さまざまな実例を紹介
しながらわかりやすく解説して
いただき、参加者は熱心に耳を
傾けていました。

黒倉 准教授による講演の様子 熱心に説明を聞く参加者の皆さん

講　師：松本 知也
　　　　（当社から東通村役場に出向中。全日本選手権出場！）
特別講師：八戸工業大学　卓球部　塩入 彬允 監督、
　　　　　八戸工業大学　卓球部の皆さん（全国大会常連！）

約60名のお子さまが発電自転車に挑戦！ 子どもたちに大人気のミニ四駆コーナー

こ　　び　　り


